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（本プレスリリースは1月21日にドイツ・ヘンケル本社発表のプレスリリース翻訳版です。） 
 
配当方針の変更 

ヘンケル、配当性向を引き上げへ 
 
デュッセルドルフ － ヘンケルの経営委員会は1月21日、ヘンケルの資産および収益の状況、また

資金需要を鑑み、非支配持分差し引きおよび例外項目調整後、将来的な配当性向を純利益の25
～35％の間で提案すると決定しました。これまでの配当性向はおよそ25%でした。2013年度の決

算として、2014年4月4日に開催される年次総会において、株主に対し30%前後の配当性向が提案

される予定です。本日の経営委員会の決議は、監査委員会および株主委員会による承認を受けた

ものです。 
 
ヘンケル最高経営責任者のカスパー・ローステッドは「近年、ヘンケルは財務状況および収益性の

強化を進めてきました。株主が当社の好調な業績から恩恵を受けられるようにしたいと思っていま

す。当社の極めて良好な収益性および健全な財務体質により、戦略上の柔軟性を維持し、財務戦

略に影響を及ぼすことなく配当性向を引き上げることが可能となります」と述べました。 
 
2月20日、ヘンケルは2013年度決算報告書を発行します。 
 
1985年の新規株式公開以来、ヘンケルは毎年配当を実施してきました。さらに継続的に配当の引

き上げを行うか、もしくは前年度の水準を保ってきました。 
 
ヘンケルについて 
ヘンケルはブランドとテクノロジーのグローバルリーダーとして、ランドリー＆ホームケア、ビューティーケア、アドヒーシブ

テクノロジーズ（接着技術）の3つの分野で事業展開をしています。ヘンケルは1876年の創立以来、コンシューマービジネ

スおよび産業分野において、Persil (パーシル)、Schwarzkopf（シュワルツコフ）、Loctite（ロックタイト）などに代表される

有名なブランドの数々と共に、グローバルにおけるマーケットリーダーとしての地位を維持しています。ヘンケルの従業員

数は約47,000人であり、2012年度の売上高は165億1千万ユーロ、調整後の営業利益は23億3千5百万ユーロを計上し

ました。ヘンケルの優先株はドイツ株式指数DAXのリストに入っております。 
 
ヘンケルジャパンホームページ：http://www.henkel.co.jp 
ヘンケルジャパンフェイスブックページ： http://www.facebook.com/HenkelJapan   
 

－本件に関するお問合せ先－ 

ヘンケルジャパン株式会社 広報室 黒木 
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